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金木町民健康マラソン 
中学校男子の部 

金木町民健康マラソン 
小学校高学年の部 

全日本中学校信陸上競技大会
東北中学校陸上競技県予選
女子lOOm障害 第3イ立 第 	1 	位 第 	2 	イ立 

【1 ‘針 
~ー~~ 

今 	有 未 
嘉 瀬 小 学校 

同 
1う一 内 	真美子・ 

金 フド 中 学校 
タ1・ 	jJi奇 	賢 	吾 

金 木 中 学 校 

金木町民健康マラソン 
中学校女子の部 

第 	2 	イ立 

北五中学校体育大会 
男子団体軟式庭球 第3位 

轟 ．・伊‘ 声奪心I' 
金木南中学校軟式庭球部 エ 藤 ョ二 夏 

金 木 中 学 校 

北五中学校体育大会 
柔道軽々量級 
第 	3 	イ立 

金木町民健康マラソン
小学校低学年の部 

北五中学校体育大会 
柔道軽々量級 
第 3 位 第 3 イ立 
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受給総金額の比較 

60歳受給一65歳受給 

請求時年齢 減額率 

60歳 42% 

61歳 35% 

62 歳 28% 

63 歳 2 0% 

64 歳 1 1% 

各
社
会
教
育
関
係
委
員
名
簿
 

桑 岡 小伊秋 白 
笠 

田 田 原 藤 元」リ 

一 柾 良 昭

茂喜茂 衛子麿 

▼
社
会
教
育
委
員

議
 
長
 
花

副
議
長
 
平

委
 
員
 
鳴
 

白
 

恵
 

任
期
 
平
成

5
年
5
月
3
1日

▼
青
少
年
健
全
育
成

推
進
員

会
 
長
 
吉
 
田
 

登
志

一
 
 

副
会
長
 
石
 

委
 
貝
 

任
期
 
平
成
4
年
3
月
3
1日

▼
文
化
財
審
議
委
員
 

議
 
長
 
白
 

川
 
兼
五
郎

副
議
長
 
吉
 
田
 
清
 
作

委
 
員
 

一
 
戸
 
哲
 
三
 
 

▼
体
育
指
導
員
 

会
 
長
 
田
 
中
 

副
会
長
 
今
 

指
導
員
 

三i
 中

 
自

R
 
一
 

柾
五
郎
 

実
 

任
期
 
平
成
5
年
5
月
3
1日

任
期
 
平
成

5
年
6
月
2
0日
  

▼
中
央
公
民
館
運
営
審
議
会
 

委副 会 
会 

員 長 長 

山 対 原 伊 藤 中 中 成石 鳴 白 花 葛 
P 

中 馬 田 藤 本 西 村 田 谷 海 川 田 西 

俊 要 恵 幸 昭慎 健 峻欣 忠 哲柾 雪 
五 

治 治 喜造 造 一 男 造 二実 子 郎 丸 

加
賀
谷
 
勝
 

雄

任
期
 
平
成

5
年
5
月
3
1日
 

原 外 佐 

田 崎 藤 川 海 川 田 

信 昭 亮柾 

喜茂也麿 等 司 

鳴 西大 阿 白 

海 村橋部 川 井 

春秀 由 定藤 賢 

子 男 吉 一 男 治 

藤加 竹 野 木米 白 宮 浅 
賀 

本 谷 内 呂 村 谷 川 崎 木 

正正郁 治 甚 藤初 全 
九 太 

靖 治 光三 利 郎 男 郎 

田 花 中

中 田 西

柾慎 

白 菅 飯三 工土 生 蒔 今 田

川 原 塚上 藤 岐 玉 田 中

与松 修 勇 忠 明 由 由

助 男 均二 蔵敏 充徳 吉 定 

検
察
審
査
会
の
仕
組
み
と
働
き
 

＠
老
齢
基
礎
年

金
の
 

繰
上
げ
請
求
に

つ
い
て
＠

老
齢
基
礎
年
金

は
、
原
則
六

十
五
歳
か
ら
支
給
開
始
で
す
が
、
 

本
人

の
希
望
に
よ
り
、

支
給
開

始
年
齢
を
繰
上
げ

て
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

し
か
し
、
繰
上
げ
請
求
し

た

と
き
の
年
齢
に
応
じ
た
率
で
減

額
さ
れ
、
途
中
で
取
り
消
し
が

で
き
な
い
た
め
、
 
一
生
減
額
さ

れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
 

ま
た
、
受
け
取
る
総
金
額
を
、
 

六
＋
歳
受
給
の
と
き
と
六
十
五

歳
受
給
と
で
比
較
す
る
と
、
そ

の
人
が
七
十

一
歳
を
過
ぎ
た
時
 
 点

で
、

ほ
ぽ
同
額
に
な
り
、
そ

れ
以
降
は
六
十
五
歳

か
ら
の
ほ

う
が
多

く
な
り
、
受
給
期
間
が

長
く
な
る

に
つ
れ
、
そ
の
差
が

大
き
く
な
る
ば
か
り
で
す
。
 

六
十
四
歳
か
ら
受
給
し
た
場

合
で
も
、
同
様
に
比
較
す
る
と
、
 

七
＋
三
歳

を
過
ぎ
た
時
点
で
同

額
に
な
り
ま
す
。
 

自
分
が
ど

の
く
ら
い
生
き
ら

れ
る
か
だ
れ
も
知
ら
な
い

こ
と

で
す
が
、

人
生
八
＋
年
の
い
ま
、
 

老
後
の
年
金
生
活
が
確
実
に
長

く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
で

の
繰
上
げ
請
求
は
、
あ

な
た
に
と
っ

て
決
し
て
有
利
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
厚
生
年
金
の
加
入
期

間
が

一
年
以
上
あ
る
人

は
、
特

別
支
給

の
老
齢
厚
生
年
金
が
六

十
五
歳
ま
で
支
給
停
止
に
な
る

ほ
か
、
繰
上
げ
請
求
後
に
発
生

し
た
障
害
に
つ
い
て
は
、
障
害

基
礎
年
金
の
対
象
と

な
ら
な
い

な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
制
限
が
あ
 
 

り
ま
す
。
 

繰
上
げ

て
年
金
を
受
け
よ
う

と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
、
自
分

の
健
康
状
態
や
今
、

ど
う
し

て

も
年
金
を
受
け
る
必
要
が

あ
る

の
か
、
な
ど
よ
く
考
え
て
、

後

悔
の
な

い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
 

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
国
民
の
中

か
ら
く
じ
で

無
作
為
に
選
ば
れ
た
十

一
人
の

検
察
審
査
員
で
構
成
さ
れ
、
検

察
官
が
し

た
不
起
訴
処
分
が
正

し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審

査
す

る
こ
と
を
主
な

仕
事
と
し
て
い

ま
す
。
 

検
察
官
は
、
法
律
上
事
件
を

起
訴
す
る
か
ど
う
か

の
判
断
を

任
さ
れ
て
お
り
、
証
拠
が
十
分

で
な
い
場
合
や
、
証
拠
は
あ
っ

て
も
、
色

々
な
事
情
を
考
慮
し

て
被
疑
者
を
訴

追
す
る
必
要
が

な
い
と
考
え
る
場
合
に
は
、
事

件
を
起
訴
し

な
い
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

し
か
し
、
た
く
さ
ん
の
事

刊

の
中
に
は
、
起
訴
す
べ
き
事
件

を
誤
っ
て
不
起
訴
に
す
る
と
い

う
こ
と
も

な
い
と
は
言
い
切
れ

ま
せ
ん
。
 

検
察
審
査
会
は
そ
う
い
う
場

合
の
た
め
に
設
け
ら
れ
、
検
察

官
が
し
た
不
起
訴
処
分
の
当
否

に
つ
い
て
、
 一
般
市
民
の
健
全

な
良
識
を
反
映
さ
せ
て
い
る
の

で
す
。
 

検
察
審
査
会
は
、
全
国
の
主

な
裁
判
所
の
中

に
あ
り
ま
す
。
 

申
立
て
に
は
、
 一
切
費
用
は
掛

か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申
立
人

の
秘
密
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
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※
 
0
印
に
っ
い
て
は
、

ほ
ぽ
全
員
が
該
当
、

△
印
に
っ
い
て
は
、
条
件

に
合
致
し
た
場
合
の
み
該
当
 

い
ず
れ
も
、
手
帳
所
持
者
（
家

族
）
か
ら
の
申
請
が
あ
っ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。
 
（
詳
細
に
っ
い
て
は
、
民
生
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
）
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別
 
児
 
童
 
扶
 
養
 手
 
当
 

障
 
害
 
児
 

福
 
祉
 
手
 
当
 

特
 
別
 
障
 
害
 
者
 
手
 
当
 

家
 
庭
 
奉
 
仕
 
員
 
の
 
派
 遺
 

郵

便
に
よ
る
不
在
者
投

票
 

駐
 
車
 
禁
 
止
 
除
 
外
 
指
 
定
 

福
祉
タ
ク

シ
ー
利

用
券
交
付
 

自

動
車
免

許
取
得

費
の

助
成
 

自
 

動
 
車
 
税
 
減
 
免
 

付
 
添
 
看
 
護
 
共
 
済
 制
 
度
 

心
身
障

害
者
扶
養
共
済
 

重
 
度
 
医
 

療
 
の
 
適
 

用
 

日

常
生
活

用
具
 
の
 
給
付
 

補
装
具
 

の
 
交
付
 

（
修
理
）
 
 

更
 
生
 
医
 

療
 
の
 
給
 
付
  

N
 
H
 
K
 
受
 
診
 
料
 
免
 
除
 

有
料
道
路
通
行
料

割
引
 

バ
 

ス
 
運
 
賃
 

割
 
引
 

航
 
空
 
運
 
賃
 

割
 
引
 

旅
 
客
 
運
 
賃
 

割
 
引
 

税
 
金

（
所
得
税
、
地
方
税
等

）
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五
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A
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A
  

A
  0

  
0
  

0
  

六
級
 

二
二
級

は
特
児

一
級
、三
級
と
四
級

の

一
部
は
特
児
ニ
級
該
当
 

障
害
程
度
に
よ
る
 

障
害
が
重
複

の
場
合
可
能
性
あ
り
 

家
族
の
介
護
が
得
ら
れ
な
い

と
き
 

二
二
級

の
両
下
肢
等
の
障
害
者
及
び

一
、三
級
の
内
部
障
害
者
 

障
害
部
位
等

に
よ
る
 

本
人
運
転
の
別
及
び
障
害
部
位

に
よ
る
 

三
級
は
、
障
害
部
位

に
よ
り
一
部

の
種
目
が
対
象
 

全
額
免
除

は
低
所
得
世
帯
、

半
額
減
免

は
障
害
部
位
等

に
よ
る
 

肢
体
不
自
由
者
の
み
対
象
 

第

一
種
身
体
障
害
者
以
外

は
、
障
害
部
位

等
に
よ
る
 

介
護
者
は
、
第

一
種
身
体
障
害
者
の
み
対
象
 

摘
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A
は
特
児

一
級
、
B
は
特
児
二
級
 

階
害
が
重
複
の
場
合

可
能
性
あ
り
 

家
族
の
介
護
が
得
ら
れ
な
い
と
き
 

家
計
を
同
一
に
す
る
場
合

の
み
 

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
み
 

摘
 

要
  

「身
体
障
害
者
手
帳

」
・
「
愛
護
手
帳

」
所
持
者
に

対
す
る
各

種
制
度
適
用
一
覧
表
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慶 	斗ちゃん 	夏 美ちゃん 
6 月28日生まれ 	 6 月22日生まれ 

体重 3,590 g 	 体重 3,460 g 
嘉瀬 中派立 	 金木 米 町 

工藤 政信さんの 2 男 	 外崎 宏治さんの長女 

お
し
あ
わ
せ
に
  

お
く
や
み
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金木病院カルテ⑨ 
は 

「ヲーー、 1 首が脹わでス？ I ’んつ】目“.JJ灰4し、Q‘」 

外科医長唐牛 忍 

あ
な
た
な
ら
首
が

脹
れ
て
る

と
言
わ
れ
れ
ば
ど

う
し
ま
す
か
 

7
首
の
真
ん
中
の
脹

れ
は
ほ
と

ん
ど
が
甲
状
腺
で

そ
の
正
常
の

位
置
は
図
の

よ
う
に
な
っ

て
お

り
ま
す
。

甲
状
腺
は
蝶
が
羽
根

を
広
げ
た
形
を
し

て
お
り
、
そ

れ
か
ら
体
の
成

長
や
成
熟

に
関

係
し
た
ホ
ル

モ
ン
を
分
泌
し

ま

す
。
ま
た
こ
の
ホ
ル

モ
ン
は
体

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
に
も
関
係

し
て
お
り
ま
す
。

日
常
お
目

に

か
か
る
病
気
で
甲
状
腺
が
脹
れ

て
く
る
も
の

に
は
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

バ
セ
ド
ウ
氏
病
は
甲
状
腺
が
 
 

全
体
的
に
大
き
く
脹
れ
、
脈
が

早
い

（
1
分
間
9
0以
上
、
動
俸

を
伴
う
）
、
眼
が
と
び
出
て
く

る
な
ど

の
症
状
が
特
徴
で
、

治

療
は
抗
甲
状
腺
剤
内
服
、
放
射

線
、
手
術
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

橋
本
氏
病
は
慢
性

の
甲
状
腺

炎
で
あ
り
、
甲
状
腺

の
脹
れ
以

外
に
は
特
定
の
症
状
は
な
く
、
 

そ
の
た
め
更
年
期
障
害
と
言

わ

れ
た
り
し
ま
す
。
治
療
は
必
要

に
応
じ
て
甲
状
腺
剤
を
投
与
し

ま
す
が
、
普
通
は
手
術
な
ど
は

し
ま
せ
ん
。
 

単
純
性

甲
状
腺
腫
は
日
常
も

っ
と
も
多
く
発
見
さ
れ
る
も
の

で
、
海
藻
な
ど
に
多
く
含
ま
れ

る
ョ
ー
ド
成
分

の
慢
性
的
な
不

足
あ
る
い

は
逆
に
過
剰
に
よ
り

脹
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
 

遺
伝
的
な
も
の
も

あ
り
ま
す
。
 

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
検
査
で

も

ほ
と
ん
ど
が
正
常
で
、
し
た
が

っ
て
治
療
の
必
要

も
あ
り
ま
せ

ん
。
 

結
節
性
甲
状
腺
腫
は
3
0歳
代

以
降
に
多
く
、
甲
状
腺
の
一
部

に
し
こ
り
（
廿
結
節
）
を
触
れ

る
も
の
で
す
。
そ
の
中
の

9
0、

 

9
5％
は
良
性
で
、

残
り
は
手
術

の
結
果
癌
と
判
明
し
ま
す
。
治

療
は
大
き
さ
が
2
m
未
満
で
ホ

ル
モ
ン
検
査
で
異
常
が
な
け
れ
 
 

ば
1
年
毎
の
経

過
観
察
と
し
、
 

2
1
3

m
な
ら
ば
3
1
6
か
月

毎
の
厳
重
な
経
過
観
察
と
し
、
 

3
m
を
超
え
る
も
の
は
手
術
と

い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

甲
状
腺
癌
は
触
れ

る
と
硬
く
、
 

気
管
に
癒
着
し
て
疾
が
出
辛
い

と
い
っ
た
症
状
や
、
神
経
を
圧

迫
し
て
声
が
か
れ
る
と
い
う
症

状
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
は
リ
ン
パ
節
一
肺
・

骨

な
ど
に
転
移
を
き
た
す
の
で
早

急
に
手
術
す
る
必
要
が
あ
リ
ま

す
。
ま
た
甲
状
腺
癌
に
は
手
術

で
治
る
も
の
が
多

い
反
面
、
非

常
に
悪
性
で
数
か
月
で
死
亡
す

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
首
が
脹

れ

て
い
る
場
合
は
専
門
医
（
外
科
）
 

の
診
察
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
 

戸
籍
の
窓
 

七
月
届
出
分
 

お
め
で
と
う
 

外
崎
  
夏
美

（宏
治

）
金
 
木

成
田
 
未
来

（
弘
継
）
中
柏
木

今
  

舞
花

（
官

）
嘉
 
瀬

工
藤
  
慶
斗

（
政
信
）
 

"
 

今
 
優

輔
（
俊
一
）
喜
良
市

角
田
 
祥
郎

（
豊
彦
）
金
 
木
 

'I'll" 川川川金木だより ⑩ 

図正常甲状腺の位置 
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